
ため池工事の事例について
－ 堤体盛土の品質管理 －





土木工事施工管理基準（福岡県農林水産部）
－堤体盛土の品質管理基準－



特記仕様書記載例
－盛土材料の品質－

（１）刃金土

刃金土は購入土とする。「１－１２工事材料承認」の項目で記載されている書類を、監督員に

提出し承認を得ること。

刃金土はその材質としては、締め固め度※（以下「D値」という。）95％以上、室内透水試験値
1～5×10-6cm/s以下、粘着力（有効応力表示）10kN/㎡程度以上、内部摩擦角（有効応力表
示）30°程度以上とする。また、粒度分布は0.075mm以下の細粒分を10～15％程度以上、
0.005mm以下の粘土分を5％以上含有していることを目安とし、塑性指数は15以上が望ましい。

※締め固め度（D値）＝現場における締め固め後の土の乾燥密度／室内締め固め試験における
最大乾燥密度

（２）さや土

さや土は購入土及び堤体掘削土を使用する。

購入する場合にはD値95％以上、堤体掘削土と同程度の土とする。



特記仕様書記載例
－盛土試験①－

(1)一般

築堤にあたっては、転圧機械の重量、まき出し厚さ、転圧回数の確認及び材料の許容含水比、材料の選択等を決定するため、刃金土・さや土ともに盛土試験を実施する。

（購入土の場合は、材料承認願いに結果を添付するものとする。）

(2)材料

材料は堤体盛土に使用するものと同じ築堤材料とする。

(3)試験方法

まき出し厚は原則として、刃金土・さや土とも20cm、25cm、30cmとする。

転圧回数は、片道を１回と数え、刃金土・さや土ともに6回8回転圧をする。

転圧機械の締め固め速度は、作業現場で運行する標準速度で行うものとする。

施工方法については、別紙１を参照。

(4)現場密度試験

原則として、砂置換法にて実施する。すべての区画において１区画当たり３点行うものとする。

(5)現場透水試験

現場密度試験結果において最大乾燥密度の95％以上の区画において、原則全箇所で実施するものとする。各区画１点行うものとする。

試験方法は原則として、地盤工学会基準「締め固めた地盤の透水試験（JGS1316-2003）」にて実施する。ただし、施工条件等により、これにより難い場合は、監督員と協議

の上、現場透水試験（簡易法）により実施するものとする。

(6)変更

盛土試験の結果に基づいて、本仕様書に規定した盛土の施工方法及び管理基準の修正を行うことがある。請負者は、この変更事項を遵守しなければならない。なお、修正

された施工方法について必要があると認められる場合は、設計変更の対象とする。



特記仕様書記載例
－盛土試験②－



盛土試験
－転圧状況－

６回転圧 ８回転圧



盛土試験
－試験完了－



盛土試験
－現場密度試験・現場透水試験結果－



盛土試験
－沈下量の測定結果－



盛土試験
－巻出し厚・転圧回数の決定－

請負業者の提案



特記仕様書記載例
－施工管理基準－

(1)施工管理の目的
刃金土及びさや土において、設計強度と必要な遮水性を満足する品質の盛土を築堤するために実施するものである。

(2)品質管理基準
盛土の管理基準は、土木工事施工管理基準（平成29年10月 福岡県農林水産部）によるものとする。

(3)現場試験の測定位置等

盛土施工時の現場密度試験の採取位置及び現場透水試験の測定位置については、監督員の指示に従うものとする。指示がない

場合においても、管理単位各部ごとに偏りがないように試験を行わなければならない。

(4)撮影記録による出来高管理

撮影記録による出来高管理については、堤体延長20ｍ毎に１箇所の割合で、盛土幅員、巻きだし厚さ、転圧状況を撮影しなければ
ならない。



刃金土の現場含水比測定（フライパン法）
－試料採取－



刃金土の現場含水比測定（フライパン法）
－加熱－



刃金土の現場含水比測定（フライパン法）
－含水比の確認－

（加熱前質量） （加熱後質量）

（744 - 711)/(711 - 601)×100=30.0(%)
フライパン重量 ： 601g



刃金土盛土
－運搬－



刃金土盛土
－敷き均し－



刃金土盛土
－転圧１－



刃金土盛土
－転圧２－

構造物周辺の転圧



現場密度試験
試験前

試験後



現場透水試験
試験前

試験完了（１時間後）



ま と め

•盛土材は、締固め度９５％以上、室内透水試験値1～5×10-6cm/s な
ど、特記仕様書で規定された基準値を満たすものを使用

•転圧機械、巻出し厚、転圧回数は、盛土試験で決定
•盛土材の現場含水比は、１日１回測定し、必要に応じて適した含水
比に調節

•盛土の施工時は、盛土高が６０ｃｍに達する毎に、５０ｍに１箇所の
割合で、現場密度試験及び現場透水試験を実施（さや土は現場密
度試験のみ）

•地山、底樋、洪水吐との密着面の盛土は、人力で入念に転圧


